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連　
載

吉岡しげ美のCD『私が一番きれいだったとき』

コンサートで弾き歌う吉岡しげ美氏

―
―
自
身
が
切
り
開
い
た「
音
楽
詩
」の
世
界
で
45
年

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

NEWS

チャレンジする

～挑戦者の履歴書

Someone

第㊴回

吉
岡 

し
げ
美 

氏
（
音
楽
詩
家
・
作
曲
家
）

▼
茨
木
の
り
子
を
音
楽
詩

筆
者
は
茨
木
の
り
子
の
詩

と
音
楽
の
会
を
、
２
０
１
９

年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
い

る
。
そ
の
当
時
、
毎
月
夕
方

に
開
催
さ
れ
る
「
日
比
谷
梁

山
泊
」
と
い
う
放
談
会
に
参

加
し
て
い
た
。
世
間
は
狭
い

も
の
で
、
そ
の
会
に
は
古
地

図
の
電
子
版
を
作
成
し
て
い

る
小
島
豊
美
氏
も
た
ま
に
参

加
し
て
い
た
。
朗
読
会
の
話

を
す
る
と
、
同
氏
が
プ
ロ
デ

ュ
ー
ス
し
た
吉
岡
し
げ
美
の

Ｃ
Ｄ
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
２

枚
持
参
し
て
事
務
所
に
来
て

く
れ
た
。
そ
の
Ｃ
Ｄ
の
タ
イ

ト
ル
は
、
茨
木
の
り
子
の
代

表
作
で
あ
る
『
私
が
一
番
き

れ
い
だ
っ
た
と
き
』
を
つ
け

て
い
る
。
早
速
、
聴
い
て
み

た
。

「
だ
れ
か
に　

あ
い
た
く

て
／
な
に
か
に　

あ
い
た
く

て
／
生
ま
れ
て
き
た
―
―
／

そ
ん
な
き
が
す
る
の
だ
け
れ

ど
」
と
、
ピ
ア
ノ
の
曲
に
合

わ
せ
歌
う
。
吉
岡
し
げ
美
の

歌
声
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
工

藤
直
子
の
『
あ
い
た
く
て
』

と
い
う
詩
。

続
い
て
、「
女
が
ひ
と
り

／
頬
杖
を
つ
い
て
／
慣
れ
な

い
煙
草
を
ぷ
か
ぷ
か
ふ
か

し
・
・
」
が
、
軽
快
な
リ
ズ

ム
で
流
れ
る
。
茨
木
の
り
子

の
『
怒
る
と
き
と
許
す
と

き
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
４

分
以
上
あ
る
長
い
曲
で
あ
る
。

そ
し
て
、『
私
が
一
番
き

れ
い
だ
っ
た
と
き
』
の
音
楽

詩
が
始
ま
る
。「
わ
た
し
が

一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と
き
／

街
々
は
が
ら
が
ら
崩
れ
て
い

っ
て
／
と
ん
で
も
な
い
と
こ

ろ
か
ら
／
青
空
な
ん
か
が
見

え
た
り
し
た
」
と
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
、
茨
木
の

り
子
の
詩
だ
け
で
な
く
、
金

子
み
す
ゞ
の
『
こ
こ
ろ
』、

与
謝
野
晶
子
の
『
君
死
に
た

ま
ふ
こ
と
な
か
れ
』、
新
川

和
江
の
『
わ
た
し
を
束
ね
な

い
で
』
な
ど
15
作
品
が
あ

る
。
す
べ
て
、
吉
岡
し
げ
美

が
、
ピ
ア
ノ
を
弾
き
、
詩
を

歌
う
「
音
楽
詩
」
で
あ
る
。

こ
の
Ｃ
Ｄ
を
聴
き
、
２
０

２
０
年
の
茨
木
の
り
子
の
会

で
は
、
ぜ
ひ
音
楽
詩
を
披
露

し
て
頂
き
た
い
と
思
い
、
そ

の
企
画
を
立
て
る
こ
と
に
し

た
。

▼
吉
岡
し
げ
美
の
人
と
作
品

そ
の
Ｃ
Ｄ
に
は
、「
吉
岡

し
げ
美 

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
」

と
し
て
次
の
よ
う
に
紹
介
さ

れ
て
い
る
。

武
蔵
野
音
楽
大
学
、
日
本
女

子
大
学
、
同
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。

音
楽
大
学
卒
業
後
、
舞
台
・

映
画
の
音
楽
、
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
作
曲
・
編
曲
を
担

当
。

１
９
７
７
年
以
降
、
日
本
の

女
性
詩
人
の
詩
や
短
歌
に
曲

を
つ
け
、
ピ
ア
ノ
の
弾
き
語

り
を
始
め
る
。

国
内
は
も
と
よ
り
、
ア
メ
リ

カ
、
中
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド

イ
ツ
な
ど
海
外
に
お
い
て
も

積
極
的
に
活
動
し
、
各
地
で

好
評
を
博
し
て
い
る
。

ア
ル
バ
ム
に
、『
み
だ
れ

髪
』（
キ
ン
グ
レ
コ
ー
ド
）

『
金
子
み
す
ゞ
の
世
界
』（
東

芝
Ｅ
Ｍ
Ｉ
）『
花
万
葉
』（
日

本
コ
ロ
ム
ビ
ア
）
他
、
著
書

に
『
バ
ー
ク
レ
ー
の
小
麦
た

ち
』（
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局
）

『
想
ひ
あ
ふ
れ
て
』（
毎
日
新

聞
社
）『
金
子
み
す
ゞ
を
う

た
う
』（
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス
）

『
花
嫁
人
形
＠
幸
せ
の
ゆ
く

え
』（
新
読
書
社
）
他
が
あ

る
。
東
京
生
ま
れ
。

以
上
で
、
大
方
の
人
物
像

は
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
音
楽
詩
の
雰
囲
気
は
紙

で
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の
意

味
で
は
、
自
身
の
Ｈ
Ｐ
を
見

る
と
聴
く
こ
と
が
で
き
る

【
註
１
】。

▼
「
音
楽
詩
」
へ
の

　
動
機
づ
け
と
誕
生

今
回
の
コ
ラ
ム
の
作
成
の

た
め
に
吉
岡
氏
と
、
久
し
振

り
に
電
話
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
し

た
。
昨
年
12
月
に
茨
木
の
り

子
の
詩
と
音
楽
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
も
出
演
し
て
い
た
だ
い

た
以
来
で
、
話
が
弾
ん
だ
。

筆
者
の
興
味
は
、
音
楽
詩

と
い
う
表
現
方
法
を
ど
の
よ

う
な
切
っ
掛
け
で
始
め
た
か

な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
彼

女
の
教
育
的
な
履
歴
か
ら
も

想
像
は
で
き
る
の
で
あ
る

が
、
そ
れ
以
外
に
、
個
人
的

な
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
そ
の
具
体
的
な
背
景

を
こ
こ
で
詳
細
に
書
く
こ
と

は
で
き
な
い
が
、
だ
れ
も

が
、
い
ろ
い
ろ
の
背
景
や
切

っ
掛
け
で
、
独
自
と
も
い
え

る
人
生
を
送
っ
て
い
る
。
吉

岡
氏
の
場
合
、
個
性
豊
か
な

表
現
者
で
あ
り
、
氏
の
ほ
か

私
た
ち
も
同
様
に
自
身
の
世

界
を
つ
く
り
自
己
表
現
し
て

い
る
。
そ
の
手
段
が
氏
の
場

合
、
詩
で
あ
り
音
楽
で
あ

り
、
結
果
と
し
て
音
楽
詩
の

完
成
で
あ
っ
た
。

同
氏
の
子
供
時
代
は
、
一

人
っ
子
で
ピ
ア
ノ
な
ど
の
習

い
事
で
育
っ
た
と
い
う
。
ピ

ア
ノ
は
、
彼
女
の
友
達
で
あ

っ
た
。
小
学
校
６
年
の
時
に

父
親
が
癌
を
発
症
入
院
、
母

親
は
看
病
で
一
人
ぼ
っ
ち
の

時
間
が
多
く
な
っ
た
。
そ
し

て
中
学
３
年
に
な
る
と
父
親

が
亡
く
な
っ
た
。
そ
の
寂
し

い
思
い
を
紛
ら
す
た
め
に
作

詞
、
作
曲
し
た
。
そ
れ
は
、

日
記
を
綴
る
よ
う
な
思
い
で

あ
っ
た
と
い
う
。

そ
し
て
音
楽
大
学
に
進

学
、
た
だ
の
音
楽
や
演
奏
だ

け
で
な
く
、
音
楽
教
育
と
の

係
わ
り
も
身
に
着
け
た
。
そ

の
後
、
作
曲
・
編
曲
、
放
送

や
番
組
の
制
作
の
現
場
で
働

い
た
が
、
男
女
の
差
別
、
今

で
い
う
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問
題
が

は
び
こ
っ
て
い
た
環
境
が
、

そ
こ
に
は
あ
っ
た
。
そ
う
し

た
日
々
に
お
い
て
、
命
や

愛
、
平
和
、
平
等
を
う
た
っ

た
女
性
た
ち
の
詩
に
引
き
付

け
ら
れ
た
。
端
緒
と
な
っ
た

の
は
、
岩
手
県
北
上
市
の
詩

人
、
小
原
麗
子
。
さ
ら
に
、

福
島
県
の
詩
人
、
新
開
ゆ
り

子
。
吉
岡
氏
は
、
東
北
に
住

む
二
人
の
女
の
詩
人
か
ら
、

土
と
自
然
と
向
き
合
っ
て
暮

ら
す
「
女
」、
農
村
の
因
習

の
中
で
生
き
る
「
女
」
の
強

さ
を
知
っ
た
。

彼
女
ら
の
詩
に
、
曲
を
つ

け
て
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。

１
９
７
７
年
、
28
歳
か
ら
で

あ
る
と
い
う
。「
音
楽
詩
」

の
原
型
が
こ
う
し
て
作
ら
れ

た
。
ヤ
ク
ル
ト
ホ
ー
ル
で
初

演
し
た
と
い
う
。
こ
の
音
楽

詩
と
い
う
表
現
方
法
が
、
そ

の
後
、
今
日
ま
で
、
吉
岡
氏

の
定
番
と
な
っ
た
。
と
り
わ

け
、
金
子
み
す
ゞ
と
の
出
会

い
は
影
響
が
大
き
い
。
１
９

８
３
年
、
手
書
き
の
詩
集
が

発
見
さ
れ
、
出
版
さ
れ
る
と

い
う
新
聞
記
事
を
み
た
。
世

間
も
こ
れ
を
契
機
に
、
み

す
ゞ
の
詩
は
多
く
の
人
の
心

に
ひ
ろ
が
り
、
吉
岡
氏
も
み

す
ゞ
の
詩
に
作
曲
し
、
歌
い

続
け
た
。
大
震
災
後
、
さ
ら

に
生
命
の
尊
さ
が
問
わ
れ

た
。
み
す
ゞ
の
詩
を
通
し

て
、
生
命
へ
の
豊
か
な
、
篤

く
深
い
想
い
を
伝
え
た
い
。

さ
ら
に
、
茨
木
の
り
子
、
新

川
和
江
、
与
謝
野
晶
子
な
ど

日
本
の
女
性
詩
人
の
詩
や
短

歌
に
曲
を
つ
け
、
ピ
ア
ノ
の

弾
き
う
た
う
（
歌
う
、
唄

う
、
詩
う
）。
冒
頭
の
Ｃ
Ｄ

は
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

こ
う
し
て
考
え
る
と
、
音

楽
の
素
養
、
教
育
学
で
身
に

着
け
た
課
題
の
選
定
と
表

現
、
そ
し
て
そ
の
選
定
出
会

い
と
す
る
境
遇
。
こ
れ
ら
が

一
体
と
な
っ
て
出
来
上
が
っ

た
と
い
え
る
。
換
言
す
れ

ば
、
吉
岡
氏
の
音
楽
詩
は
、

「
自
分
詩
」
で
あ
る
が
、
素

材
は
他
者
の
表
現
豊
か
な
優

れ
た
詩
歌
作
品
が
、
自
分
の

境
遇
の
周
波
数
と
同
調
し
た

も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
ア

ン
テ
ナ
と
、
作
曲
し
歌
う
と

い
う
音
楽
力
と
の
出
会
い
、

共
感
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
も

の
と
い
え
る
。

▼
音
楽
詩
の
広
が
り

少
し
重
な
る
が
、
音
楽
詩

へ
さ
ら
に
動
機
づ
け
に
な
っ

た
の
が
、
女
な
ら
で
は
結
婚

と
出
産
、
そ
し
て
養
育
で
あ

っ
た
。
し
げ
美
の
旧
姓
は

「
難
波
田
」。
戦
国
時
代
か
ら

続
く
武
家
の
家
柄
。
自
己
中

心
と
い
っ
て
は
失
礼
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
一
人
っ

子
で
自
身
の
思
い
で
、
逆
境

に
お
い
て
も
切
り
開
い
て
き

た
「
自
分
」
で
は
あ
る
が
、

実
は
分
身
で
あ
る
「
子
供
」

の
な
ん
と
い
う
自
己
中
心

さ
、
時
や
場
所
を
選
ば
な
い

で
泣
き
わ
め
く
、
し
か
し
そ

れ
は
愛
情
を
注
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
対
象
。
こ
れ
も
、

生
き
る
こ
と
で
あ
り
、
生
か

す
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た

境
遇
の
ア
ン
テ
ナ
に
同
調
し

た
作
品
に
は
、
与
謝
野
晶
子

が
あ
り
、
そ
の
人
と
作
品
で

あ
っ
た
。
晶
子
自
身
が
多
く

の
子
供
が
い
て
、
複
雑
な
境

遇
の
中
で
生
き
て
、
作
品
を

詠
ん
だ
。
ま
た
、
同
じ
よ
う

に
、
女
の
立
場
で
と
ら
え
ら

れ
て
表
現
さ
れ
た
境
遇
の
複

雑
性
と
心
情
を
語
っ
た
の
が

万
葉
集
で
あ
り
枕
草
子
で
あ

口
コ
ミ
〟
で
増
え
た
フ
ァ
ン

が
足
を
運
ぶ
。「
読
む
以
上

に
（
詩
の
）
思
い
が
伝
わ
っ

て
く
る
」
の
言
葉
に
は
、
う

れ
し
さ
に
は
ほ
こ
ろ
ぶ
。

新
宿
紀
伊
國
屋
ホ
ー
ル
、

東
京
藝
術
劇
場
、
青
山
円
形

劇
場
、
シ
ア
タ
ー
Ｘ
、
渋
谷

ジ
ャ
ン
ジ
ャ
ン
、
南
青
山
マ

ン
ダ
ラ
、
六
本
木
ス
イ
ー
ト

ベ
イ
ジ
ル
Ｓ
Ｔ
Ｂ
、
ア
ー
ト

カ
フ
ェ
フ
レ
ン
ズ
、
有
楽
町

朝
日
ホ
ー
ル
、
浜
離
宮
朝
日

ホ
ー
ル
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー

ル
・
ブ
ル
ー
ロ
ー
ズ
な
ど
、

で
公
演
歴
が
あ
る
。
筆
者
の

主
催
の
も
列
記
す
れ
ば
、
青

山
の
東
京
ウ
イ
メ
ン
ズ
プ
ラ

ザ
大
ホ
ー
ル
（
２
０
２
０
）、

新
橋
汐
留
の
日
仏
文
化
協
会

汐
留
ホ
ー
ル
（
２
０
２
１
）

で
あ
る
。

▼
海
外
で
の
発
表

吉
岡
氏
は
、
大
学
教
員
と

結
婚
し
、
夫
の
在
外
研
究
で

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
に
滞
在
し
た
。
そ
れ
を
機

に
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

バ
ー
ク
レ
ー
校
に
て
、
ア
フ

ロ
ア
メ
リ
カ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
、
ア
フ
リ
カ
ン
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
、
ガ
ム
ラ
ン
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
、
ピ
ア
ノ
の
イ
ン
プ
ロ

ビ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ
。
同

時
に
発
表
も
行
っ
た
。『
ア

メ
リ
カ
で
与
謝
野
晶
子
を
う

た
え
ば
』（
朝
日
新
聞
社
）

が
あ
る
。

こ
れ
切
っ
掛
け
に
、
海
外

コ
ン
サ
ー
ト
も
数
多
く
開
催

し
て
い
る

以
下
の
よ
う
に
多
数
回
の

海
外
公
演
歴
が
あ
る

◎
ア
メ
リ
カ

：

サ
ン
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
（
複
数
回
）、

バ

ー

ク

レ

ー
（

複

数

回
）、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
（
複
数

回
）、
サ
ン
デ
イ
エ
ゴ
、

以
下　

日
本
語
を
学
ん
で

い
る
学
生
が
主
な
る
受
講

者
の
講
演
＋
ミ
ニ
コ
ン
サ

ー
ト
。
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
大
学
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
州
立
大
学
、
カ
リ
フ

ォ
リ
ニ
ア
州
立
大
学
チ
コ

校
、
エ
ル
セ
リ
ー
ト
ハ
イ

ス
ク
ー
ル

◎
フ
ラ
ン
ス

：

パ
リ
（
複
数

ル
（
複
数
回
）

◎
中
国

：

北
京
、
鎮
江
市

（
七
夕
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

「
情
縁
七
夕
」
２
０
０
７

～
２
０
１
３
に
は
毎
年
旧

暦
の
七
夕
の
日
、
ほ
か
に

２
０
１
７
年
）。
こ
れ
に

よ
り
、
２
０
１
０
年
８
月

に
は
、
吉
岡
氏
は
「
鎮
江

市
栄
誉
市
民
」
の
称
号
が

授
与
さ
れ
て
い
る
。

▼
国
内
で
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

２
０
１
１
年
に
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
岩
手
県
大

槌
町
の
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
「
被
災
し
た
大
槌
子
ど

も
基
金
」
を
設
立
し
支
援
コ

ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
。

最
近
の
話
題
で
は
、
２
０

２
１
年
10
月
13
日
＆
20
日
に

は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便

に
出
演
し
て
、
ラ
ジ
オ
深
夜

便
「
わ
た
し
終
い
の
極
意
」

『
女
性
詩
人
の
言
葉
と
生
き

て
』
と
題
し
て
、
２
週
で
前

編
＆
後
編
で
、
女
性
詩
人
の

詩
と
共
に
生
き
た
45
年
に
つ

い
て
、
今
ま
で
と
こ
れ
か
ら

回
）

◎
ド
イ
ツ

：

ベ

ル
リ
ン
（
複
数

回
）、
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
ク
大
学

◎

ポ

ー

ラ

ン

ド

：

ク
ラ
ク

フ
◎
チ
ェ
コ

：

プ

ラ
ハ

◎
ロ
シ
ア

：

ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク

◎

フ

イ

リ

ピ

ン

：

マ
ニ
ラ

◎
モ
ン
ゴ
ル

：

ウ
ラ
ン
バ
ー
ト

ル
（
複
数
回
）

◎
韓
国

：

ソ
ウ

る
。
こ
れ
は
、
ず
ば

り
「
音
楽
詩
」
の
対

象
と
な
っ
た
。

１
９
７
７
年
11

月
、
初
の
「
音
楽
詩

コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開

催
し
て
以
来
、
取
り

上
げ
た
詩
人
は
30
人

以

上

で
、「

万

葉

集
」
や
「
枕
草
子
」

「
百
人
一
首
」
な
ど

の
〝
古
典
音
楽
詩
〟

も
合
わ
せ
た
作
品
数

は
６
０
０
を
超
え

た
。
音
楽
事
務
所
に

は
所
属
し
な
い
が
、

結
果
、
毎
回
の
コ
ン

サ
ー
ト
な
ど
に
は
〝

へ
の
想
い
が
、
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
と
の
対
話
で
語
ら
れ
た
。

筆
者
も
聴
い
た
。

２
０
２
２
年
７
月
２
日
に

「
吉
岡
し
げ
美　

七
夕
コ
ン

サ
ー
ト　

25
回
記
念
～
七

夕
・
星
々
に
詩
う
」
が
、
渋

谷
で
開
催
さ
れ
た
。
ゲ
ス
ト

に
俳
優
の
金
田
賢
一
、
狂
言

師
の
野
村
万
蔵
を
迎
え
、、

晶
子
の
『
君
死
に
た
ま
ふ
こ

と
な
か
れ
』
の
一
説
を
吉
岡

し
げ
美
の
音
楽
詩
の
中
で
朗

読
し
た
。
非
常
に
感
銘
深
い

構
成
と
演
出
で
あ
っ
た
。

な
お
、
今
年
は
女
性
詩
人

の
詩
や
短
歌
に
作
曲
し
歌
い

続
け
て
45
周
年
で
あ
る
の

で
、
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
吉
岡
氏
の
音
楽
詩
は
、

前
段
で
語
っ
た
よ
う
に
、
命

と
向
き
合
い
詩
を
歌
い
続
け

て
き
た
。
そ
の
関
連
で
は
、

女
性
が
現
実
の
世
の
中
で
、

世
間
で
、
生
き
る
こ
と
を
、

音
楽
詩
で
表
現
す
る
方
法
を

開
発
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、

ま
さ
に
宿
命
と
も
い
え
る

が
、
使
命
と
し
て
実
践
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
か

つ
応
援
し
た
い
。

筆
者
の
場
合
、
浜
野
佐
知

監
督
の
映
画
『
百
合
子
、
ダ

ス
ヴ
ィ
ダ
ー
ニ
ヤ
』
の
音
楽

監
督
の
ほ
か
、
さ
ら
に
雑
誌

『
青
鞜
』
の
音
楽
作
品
化
、

明
治
・
大
正
期
の
女
性
の
労

働
歌
「
秩
父
機
織
唄
」「
カ

ニ
缶
女
工
の
歌
」
な
ど
の
発

掘
と
紹
介
の
仕
事
に
も
興
味

が
あ
る
。
50
周
年
に
向
け
た

活
躍
を
期
待
し
た
い
。

【
註
１
】
吉
岡
し
げ
美
オ
フ

ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
、

http://shigemin.net/


